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==China IP News Letter =======================================
　　　日中経済協会　北京事務所　知財ニュース  2000/3/28号 (N0.18)
==========================================================
◆ ◆◆◆ コンテンツ (No.18)◆◆◆◆
　今回は、１９９９年の特許、商標の出願件数速報、年頭に開催された知財関
係の２つの全国会議（専利工作会議、商標工作会議）の内容を中心にご紹介い
たします。
１． １９９９年専利出願統計速報
２． １９９９年商標出願統計速報
３． 全国専利工作会議
４． 全国商標工作会議
５． 反盗版連盟設立
６． 重点保護商標の追加募集
７． 中国知財関係のニューズレター

★ ★★★１．１９９９年専利出願統計速報★★★★
　１９９９年の中国の専利出願（特許、実用、意匠）の統計速報が以下の通り
明らかとなった。
　全出願件数は、134,240 件で、前年度比１０％増となっている。３法の内訳
は発明専利が 36,649 件(27.3%)、実用新案 57,492 件(42.8%)、意匠 40,053 件
(29.8%)。内外別では、国内出願が 109,933 件で前年比 14.2%増であったのに
対し、外国からの出願は 24,307件で前年比 5%減となった。
　出願件数第１位は昨年に引き続き日本であったが、1,462 件減(15%減)となっ
た。上位１０カ国の顔ぶれは変わらず、昨年６位だったイギリスが８位に下が
ったのみである。
　
１位　  日本　　　　　   ７,８０５件（９,２６７件）

２位　  アメリカ　　　   ６,９３６件（６,３１９件）

３位　  ドイツ　　　　   ２,３５３件（２,４５８件）

４位　  韓国　　　　　   １,４４７件（１,７９４件）

５位　  フランス　　　   １,０１２件（９７２件）

６位　  スイス　　　　　   ７７２件（７３１件）

７位　  オランダ　　　    ６８２件（６５９件）

８位　  イギリス　　　　   ６６５件（７７４件）

９位　  スウェーデン　   ５７１件（４８４件）

１０位　 イタリア　　　    ３７３件（３７１件）

（　）内は１９９８年の出願件数。

　また、１９８５年以来の出願件数の合計は１９９９年末で９９５，７４６件
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に達していたが、２０００年１月１１日には１００万件目の出願が受理された。
　出願人別の統計では、外国企業の上位１０位は以下の通りである。昨年まで
１位だった三星電子（韓国）が大きく落ち込んで３位となった。

１位　　松下電器(JP)　　    ７４８件（７９７件）
２位　　日本電気(JP)　　    ６２９件（７２１件）
３位　　三星電子(KR)　　    ５７６件（９９５件）
４位　　シーメンス(DE)　    ４６５件（４２５件）
５位　　ソニー(JP)　　　    ４０９件（５５１件）
６位　　ＩＢＭ(US)　　　    ３１７件（２４５件）
７位　　フィリップス(NL)    ３０７件（３１１件）
８位　　エリクソン(SE)　    ２９４件（－）
９位　  プラクトケンパー(US)２２０件（－）
１０位　キャノン(JP)　　    ２０４件（－）
（　）内は１９９８年の出願件数。

★ ★★★２．１９９９年商標出願統計速報★★★★
　永新専利商標代理有限公司の China IP News Letter ,2000.3.2(No.2) （申込
先：info@chinantd.com、または、http://www.chinantd.com）によれば、１９
９９年の商標の出願状況は以下のようである。全出願件数は 170,715 件で前年
比 8.3%増（昨年 157,683件）であり、うち国内からの出願は 140,620件で 8.7%
増、外国からの出願は 18,883 件で前年比 3.5%増とのことである。また、マド
リッド協定関係の出願は 11,212件がこれは前年比 11.7%増となっている。
　外国からの出願上位１０カ国は以下の通りで、上位５カ国の順位は昨年と同
様であった旨報告されている。
１位　　アメリカ      ８,０８６件（７,２８０件）
２位　　日本          ２,６９８件（２,７７３件）
３位　　イギリス      １,１１７件（１,１９６件）
４位　　ドイツ           ９５１件（１,０７０件）
５位　　韓国             ６５０件（５８６件）
６位　　スイス           ６３８件（４６９件）
７位　　フランス         ５９２件（５８３件）
８位　　バージン諸島     ４５８件（４１８件）
９位　　オランダ         ３７３件（２１９件）
１０位　シンガポール     ３５７件（３３０件）
（　）内は１９９８年の出願件数。

★ ★★★３．全国専利工作会議★★★★
　全国専利工作会議が２０００年１月１８日～２１日まで北京で開催された。
この会議は、専利（特許、実用新案、意匠関係）の業務全般について、国家全
体の年間業務をレビューするとともに今後の計画を策定するための重要会議で
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ある。例年、知識産権局が主催して、中国全土から関係機関の代表２００人以
上集まって行われており、前回までは毎年１０月から１１月に行われていた。
しかし、昨年はこの会議が開催さなかったため、今年は過去２年間の業務をレ
ビューし、今後２年の業務計画を取りまとめることとなった模様。
　会議は初日に、姜局長より活動報告があり、最終日には、先頃就任した王副
局長より総括講話があって終了した。
　姜局長は活動報告の中で、WTO 加盟後は知的財産権の保護が強化されるた
め、中国の企業は更に厳しい競争環境にさらされることを指摘し、短期間に中
国企業の知財管理能力を高め、独自の知的財産権を獲得することが喫緊の課題
である旨報告した。さらに、各企業は目先の生産・市場供給だけにとらわれず、
先進技術の導入とハイテク技術の開発を進めなければならないが、そのために
は、先進国からの技術導入及び世界中の特許情報の活用が重要であるとしてい
る。そして、２００１年からの第十次五カ年計画においては、①専利法制の整
備、②技術革新と国有企業改革に適した専利権保護の環境形成、③企業の知財
管理の強化と出願促進、④独自の知的財産権を有する製品の開発と産業化、⑤
電子出願の導入と特許情報システムの構築、⑥迅速・的確な審査・審判の確立
に取り組まなければならないとした。
　また、全国専利工作会議の開催前日には新聞発表会が催され、知識産権局の
幹部から審査、審判処理の状況が以下のように発表された。
（１） 呉　伯明　知識産権局副局長（審査・審判処理）
　１９９８年１０月より、審査・審判の処理促進をすすめ、全局の職員は通常
業務の２０％増、共産党員、幹部は２５％増を目標として取り組んできた。こ
の結果１９９８年末には処理件数が３５％増となり、意匠については滞貨０と
なった。１９９９年は、権利付与件数が 100,154 件で前年より 47.5%増となっ
た。そのうち発明専利については 11,691 件で前年比 106%であり、実用新案、
意匠については滞貨０の状況である。今後も審査期間を一層短縮し、２００２
年までに滞貨を０とするため、今年及び来年に、審査官を１５０～２００人増
員することを検討している。
　また、審判部門（専利復審委員会）では、審査官２２名に審判業務を担当さ
せ、２年以内に拒絶査定不服、無効審判の滞貨がなくなるよう取り組んでいる。
（２） 李　政　専利復審委員会副主任（審判処理）
　審判部門では、１９９９年には処理件数が前年比１８２％の 1,196 件となり、
請求案件 1,246 件とほぼバランスする状況となった。特に無効審判については
処理件数が 795 件で請求案件 783 件を上回った。しかしながら、審判部門では
１９９９年末で滞貨が 2,322 件存在しており、今後も手続きの簡略化、自動化
の推進により処理促進に努める予定である。

★ ★★★４．全国商標工作会議★★★★
全国商標工作会議は、２０００年１月１８日～２０日まで上海で開催された。

この会議は現在でも毎年開催されており、今回の会議では白大華国家工商行政
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管理局副局長が過去１年の業務をレビューし、２０００年の業務課題として、
商標違法行為の徹底排除を掲げるとともに、商標管理業務を行う専門的人材の
育成を目標とする旨の講話があった。
　白副局長は、今年の課題の第一として法律執行の重要性を挙げ、昨年定めた
２８０の重点保護商標等の保護を一層強化するとともに、商標権侵害行為につ
いて処罰の度合いを強化する点を強調した。中でも外国企業の権益保護に取り
組まねばならないとし、１９９９年に外国企業関係の取締件数が前年比４４％
増の 1,810 件となったことを発表した。特に、広東省汕頭（スワトウ）市工商
局が取り締まった「BARBIE」及び「MATTEL」商標侵害事件の罰金額は 200
万元に達し、北京市工商局通州分局は「ナイキ」をはじめ、約 10 種の外国ブ
ランドの商標権侵害事件の取締では罰金が 40 万元に達したこと。四川省成都
市工商局は「ペプシコーラ」と「OMO」等の商標権者と「ニセモノ取締、ブ
ランドを保護」の契約を結び、積極的に商標権侵害事件を摘発したこと、雲南
省昆明市工商局は「昆明市ロールスロイスカラオケ」を取り締まったといった
事例を紹介した。
　また、商標局の活動としては、中国の著名商標が１５３件になったことや、
１９９９年の受理件数が 16.52 万件、登録件数が 12.24 万件で昨年より 1.47
万件増となったこと。商標評審委員会（審判部に相当）では、6,332件受理し、
4,887 件結審していることを報告した。（出願件数については、先の永新事務所
の報告とは多少ズレがある）
　また、これまでの商標累計登録件数は１０９万１２００件に上り、世界１０
位となった点も報告された。
　このほか、白副局長は「商標登録の質と効果を高め、国有企業改革に合わせ
て、現代企業制度を設立、整備するために、商標局では現在『商標法』の改正
を急いでいる。各級工商部門でも、企業の体制改革、再編、合併、倒産過程で
発生する無形資産の無駄と流失を防ぐため、重点企業の商標使用権に対し実態
調査を進め、企業の商標資産効果を高める援助をしている」と語った。また、
講話によれば、中国商標局では今年末までに、全国商標登録、管理の自動化シ
ステムと、コンピュータによるデータ検索システムを設置し、商標審査業務を
一層効率化する予定とのこと。

★★★★５．反盗版連盟設立★★★★
  ３月２３日の人民日報の報道によれば、国家版権局の于友先局長は中国著作
権工作会議で２２日、中国は近いうちに全国反盗版連盟を設立し、海賊版に対
する取締りを強化する考えを明らかにしたとのこと。
　記事によれば、反盗版連盟設立の目的は、海賊版取締りの新しいメカニズム
を形成するためであり、海賊版を早期発見に発見して取締を行い、著作権者の
保護を図ることにある模様。（詳しくは、人民日報（日本語版）
http://web3.peopledaily.com.cn/j/2000/03/23/newfiles/a1230.htmlを参照）
 

http://web3.peopledaily.com.cn/j/2000/03/23/newfiles/a1230.html
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★ ★★★６．重点保護商標の追加募集★★★★
　関係者からの情報によれば、現在、国家工商行政管理局は、昨年１月～２月
に募集され、５月に公表された「重点保護商標リスト」（全２８０商標、うち、
日本企業の商標は２４商標）について現在改訂を進めている模様。
　この重点保護商標に指定さると、工商行政管理局が自主的な市場検査をする
際の重点的保護対象となる。侵害による被害の大きい商標については、渉外代
理人事務所を通じて、侵害事件の発生状況等の資料を添えて保護リストへの掲
載を申請すると、新たに重点保護商標に認められる可能性がある。
　なお、今回のリスト改訂は、小規模なもので、前回のように多数の商標が認
定されといったものではない模様。また、申請の締め切りも４月上旬らしい。

★ ★★★７．中国知財関係のニューズレター★★★★
　英国ロンドンを拠点として、知的財産権保護や権利行使業務、代理業務を専
門にサービスをしている rouse & co. international（ラウス＆カンパニー　インタ
ーナショナル）では、北京・上海・広東省、香港に事務所をおき、２週に一度
程度の割合で email にて中国の知財動向をまとめた China IP Express（英文）を
発行している。
　購読希望者は、住所及び E-mail アドレスを以下のアドレスまで登録すれば無
料で送付を受けることができる。
connell@iprights.com、beijing@iprights.com、or bian@iprights.com。
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